
ICT 活用 TIPS 児童生徒自身による体育実技の確認 
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スロー再生は2人に1台、時差再生ならグループに1台  〇 〇 

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続  １人１台端末  

活用が想定
される校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 保健体育科 

○ 〇 〇  活用が想定される場面 実技 

 
 

機器 タブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

ウゴトル（無料版） 

 

何を使う 

 

・ウゴトルは時差再生を目的としたアプリ。 

・パネル操作することなく自動再生でき、映像確認の待ち時間を省略できる。 

・器械運動等で児童生徒の実技をスロー再生や時差再生することができる。 

・児童生徒が自分の実技を映像で確認することで、課題を可視化し修正につな

げることができる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

中学校 保健体育科「器械運動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 課題について、言葉で伝えていたため、生徒がどのように修正するのか

イメージをもてなかった。 

○ 生徒の実技を撮影し、確認させるまで時間を要していたことから何度も

確認できなかった。 

【 After 】 メリット 

○ 定点撮影することで、実技の直後に生徒自身で自分の実技を確認し、修正

点について気付くことができる。 

○ １人１台とすることで、生徒自身が自分の実技を何度も繰り返し確認す

ることができる。 


